
                                  

夏の星空をながめてみよう 
      校長 吉田 直美 

          例年になく遅い梅雨入りだった関東地方。報道によると、梅雨明け 

も例年になく早くなるのでは、と予想されています。「もっと降ってほ 

       しい」と思う業界の皆さん、「早く明けてほしい」と思う業界の皆さん。 

それぞれの業務や立場によって願いは違ってくるものです。天候など 

自然界のことは私たち人間の予想とは違ったものになることが多いで 

すね。 

さて、中国で生まれた七夕伝説。こと座のベガと呼ばれるおりひめ星

は裁縫の仕事、わし座のアルタイルと呼ばれるひこ星は農業の仕事をつかさどる星と考えら

れていました。  

この二つの星は旧暦7月7日に天の川をはさんで最も光り輝いているように見えることか

ら、中国でこの日を一年一度のめぐりあいの日と考え、七夕ストーリーが生まれたというこ

とです。 

３つの一等星、こと座のベガ（おりひめ星）、わし座のアルタイル（ひこ星）、はくちょう座

のデネブ、を結んでできる大きな三角形を夏の大三角といい、夏の星空の目印になります。お

子さんと一緒に夜空を眺めてみてはいかがでしょうか。 

 

あと 14日登校すると夏休みです 
1 学期の学習もあと 14 日間。各学年とも新たな学習単元に入ったり、最終週は復習する

教科もあったりと、1学期終了に向けて子どもたちも教員も気合いの入る 2週間となります。 

水泳学習のある日は「今日はプールなんだよ」と嬉しそうな子もいますし、「プール嫌い。

でも頑張る」とチャレンジする子もいます。嫌いなことや苦手なことから逃げたくなるもの

ですが「でも頑張る」といえる子どもたちって素敵だなあと感心します。 

先日ある保護者の方と話していたら、「つい、この間進級したと思ったらもう夏休みなんで

すね。早いなあと思います。でも校長先生、夏休み中のお昼ご飯を考えると・・・」とおっし

ゃっていました。確かに私もチャーハン、ソーメン、パンと繰り返していた思い出がありま

す。そして学校給食のありがたさを痛感する毎夏でした。 

 

 

 

 

 

学校だより し お や き 
NO.７ 

学校教育目標 

命 はなまる！ 

かしこく 誇らしく ねばり強く 

～明るいあいさつとわくわく感がある学校～ 
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【めざす児童像】 
・考え、判断する子 
・自分も相手も大切にできる子 
・体をきたえ、ねばり強く取り組む子 
 

全員配付 

校外学習に行ってきました 6年生 

 6月 21日（金）に国会議事堂、昭和館等に行きました。通常

国会最終日と重なり見学時間が直前に変更されましたが見学に

伴うトラブルなく帰校しました。 



 

 

※予定は変更になることがあります       

 

 

 

１日（月）水泳③④6年 ⑤⑥5年 

２日（火）水泳①②4年 ③④3年 

     4年人権教室 AM 

     情報モラル講演会⑤3・4年 

     ⑥5・６年・さざなみ 

３日（水）水泳①②1年 ③④2年 

     1年シャボン玉教室③④ 

     3年・さざなみ たんぽぽ読み

聞かせ（読書タイム） 

     5・6年委員会活動 

４日（木）音楽朝会 

     水泳③④さざなみ 

     塩焼幼稚園給食時プール使用 

８日（月）水泳①②さざなみ ③④2年 

     5年陶芸教室③④ 

塩焼幼稚園給食時プール使用 

９日（火）水泳①②1年 ③④3年 

6年陶芸教室③④ 

 

１０日（水）水泳①②4年 ③④6年 

      1・2年たんぽぽ読み聞かせ

（読書タイム） 

      4～6年クラブ活動 

      職員命の研修（窒息対応） 

      行徳総合病院職員来校 

１１日（木）5年 脊椎側弯症検診 5年 

      さざなみ学級研究授業 

１２日（金）水泳③④5年 

      スクールカウンセラー来校日 

 

１５日（月）海の日 

１６日（火）着衣水泳①②6年 ③④3年 

１７日（水）短縮４校時 13：15下校 

      給食最終日 

      個人面談 

１８日（木）短縮 3校時 11：45下校 

１９日（金）終業式１１：４５下校 

 

７月の主な予定 

乳幼児でもデジタル依存症？ 

おむつやミルクと並んでスマホ・タブレットは令和育児の必須アイテムです。予防接種

の管理や育児日記もアプリで完結できます。待ち時間や長距離移動時など子どもに静かに

してほしいときのお助けアイテムでもあります。デジタル機器は暮らしにすっかり溶け込

んでいますが、親が与え方を誤るとその先に待っているのは抜け出せない泥沼です。ひと

たびネットの世界にのめり込むと楽しいはずの子育てが100倍も1000倍もつらくなっ

てしまいます。 

ここで問題です。インターネットの利用率が 6割を超えるのは何歳からでしょうか。答

えは 2歳です。（令和 4年内閣府調査）1歳でも 3割が利用しています。乳幼児から楽し

めるアプリもあり、小さな手でスマホ画面をスワイプし巧みに操作する姿も見ます。動画

やゲームを通して覚える言葉や遊びもあり、親が正しく与えていれば心配はありませんが

必要以上に見せるのは心配です。「静かにしてくれるから」と外食先や病院で渡すことも多

いでしょう。ぐずり予防策としてもありがたいアイテムですが、求められるままに与えて

しまうと、「動画を見ながらでないと支度をしてくれない、寝てくれない、ご飯を食べてく

れない」となり、生活にネット時間がずるずると入り込んできます。次々と刺激を与えて

くれるネット動画は小さな子供も大好物。何時間も使う習慣がつくと今度は取り上げるこ

とが難しくなります。「タブレットを隠すと何時間も家中を探し回る、泣き叫ぶ」と親が困

り果てる事例もあります。学童期になるとＬＩＮＥ等のトラブルが発生し本校でも実際に

あることです。お子さんのデジタルによるやり取りの内容を知っていますか？ 


